
花
に
囲
ま
れ
て

４
月
７
日
（
水
）
10
時
に

大
泉
緑
地
さ
く
ら
広
場
で
、

恒
例
の
お
花
見
会
を
開
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
22
名
で
し

た
。コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
お
り

で
、
シ
ー
ト
無
し
、
飲
食
無

し
、
マ
イ
ク
無
し
で
し
た
が
、

雲
ひ
と
つ
な
い
青
空
の
下
、

春
爛
漫
の
心
地
よ
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
八
重
桜
は
満
開
。
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
残
っ
て
い
て
、

春
の
風
に
吹
か
れ
て
花
び
ら

が
舞
い
落
ち
て
…
。

ア
コ
演
奏
に
う
っ
と
り

ま
ず
支
部
長
の
林
さ
ん
の

挨
拶
。
次
に
、
巽
さ
ん
の
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
。
「
春

の
小
川
」
「
花
」
「
荒
城
の

月
」
と
景
色
に
ぴ
っ
た
り
の

演
奏
に
う
っ
と
り
。
思
わ
ず
、

ハ
ミ
ン
グ
や
心
の
中
で
口
ず
さ

ん
で
い
ま
し
た
。

大
泉
緑
地
に
今
咲
い
て
い
る

花
を
紹
介
し
、
戦
争
中
に
、
高

射
砲
が
設
置
さ
れ
て
い
た
所
も

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

笑
っ
て
踊
っ
て

続
い
て
、
ま
る
た
せ
ん
せ
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

ギ
タ
ー
を
抱
え
て
登
場
と
思
っ

た
ら
、
桜
の
木
に
ぶ
つ
か
っ
て
、

あ
れ
れ
！
で
も
無
事
登
壇
。

「
手
を
た
た
こ
う
」
の
手
遊
び

で
参
加
者
は
す
っ
か
り
打
ち
解

け
ま
し
た
。

マ
ジ
ッ
ク
も
見
事
。
に
わ
か

マ
ジ
シ
ャ
ン
も
、
ボ
ー
ル
を
浮

か
せ
た
り
、
堂
に
入
っ
て
い
ま

し
た
。

「
仲
間
を
呼
ぼ
う
」
の
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
で
、
さ
ら
に
連
帯
感

が
強
ま
り
ま
し
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
最
後
に

「
い
の
ち
の
バ
ト
ン
」
の
紙
し

ば
い
。
一
人
ひ
と
り
の
大
切
さ

が
身
に
沁
み
ま
し
た
。

参
加
者
の
声
も
す
て
き

演
目
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

参
加
者
の
自
己
紹
介
。

「
わ
た
し
は
、
こ
こ
で
最
高
齢

だ
ろ
う
と
思
う
。
こ
の
会
に
く

る
こ
と
が
で
き
て
、
こ
の
先
の

よ
い
思
い
出
に
な
る
と
思
う
」

と
の
お
話
も
あ
っ
て
感
激
ひ
と

し
お
で
し
た
。

三
田
さ
ん
は
、
お
家
か
ら
た

く
さ
ん
の
ド
ー
ナ
ツ
レ
コ
ー
ド

盤
を
持
っ
て
き
て
、
披
露
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

北
島
三
郎
や
都
は
る
み
な
ど

の
デ
ビ
ュ
ー
の
も
の
で
、
若
い

写
真
に
驚
き
ま
し
た
。
総
会
の

時
に
展
示
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
し
た
。

都
合
で
遅
れ
て
来
ら
れ
た
方

も
あ
り
ま
し
た
が
、
久
し
振
り

に
顔
を
合
わ
す
こ
と
が
で
き
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
集
う
っ
て
、

本
当
に
い
い
で
す
ね
。

坂
本
多
美
子

参
加
者
の
感
想

☆

今
年
は
開
花
時
期
が
早
く
、

葉
桜
状
態
。
で
も
八
重
桜
が
満

開
で
見
頃
で
し
た
。
少
人
数
で

も
、
誰
か
と
一
緒
に
美
し
い
桜

を
見
ら
れ
て
、
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

速
水
英
子

☆
さ
わ
や
か
な
青
空
の
も
と
、

桜
吹
雪
が
散
る
景
色
。
こ
の
よ

う
な
会
に
初
参
加
し
、
ア
コ
ー

デ
ィ
オ
ン
の
演
奏
と
マ
ジ
ッ
ク

等
々
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

時
吉
行
春
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全日本年金者組合大阪堺北

堺区北花田口町３－１－15

東洋ビル３Ｆ ℡221-8384

連絡先 林 洋司 080-3805-1954

nfo@kitanomozu.main.jp

みなさんのご協力で、年金裁判のカンパが、１１万円を越えて

集まりました。目標の１３万円まであとひと息のところに来まし

た。署名も集まってきています。ありがとうございます。私たち

の命綱の年金を守るため、ひき続きよろしくお願い致します。

５月のおしゃべりカフェ

マキノ雅彦監督の

旭山動物園物語
ペンギンが空をとぶ

５月１２日(水) 10～12時
市民センター２Ｆ

映画代無料 お茶・菓子代１００円

さくらに囲まれてアコの調べを聞く

笑顔いっぱいの手遊び マジックもにわか参加で…

八重桜が満開で見頃でした



☆
桜
の
花
は
散
っ
て
い
ま
し
た

が
、
プ
ロ
級
の
マ
ジ
ッ
ク
や
ダ

ン
ス
、
紙
し
ば
い
は
と
っ
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
こ
う
し
て

集
ま
る
こ
と
が
、
大
事
で
す
ね
。

藤
田
千
恵
美

☆
桜
は
散
り
始
め
て
い
ま
し
た

が
、
大
勢
の
方
々
が
唄
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
と
、
こ
の
大
泉
公
園

に
集
ま
っ
て
楽
し
か
っ
た
。

辻
野
く
に
子

☆
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
寄
せ

て
い
た
だ
い
て
、
マ
ジ
ッ
ク
や

体
操
を
し
て
、
な
つ
か
し
い
レ

コ
ー
ド
を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

米
田
篤
子

三
田
さ
ん
が
手
に
さ
れ
て
い

る
の
は
、
裕
次
郎
の
デ
ビ
ュ
ー

盤
で
す
。
持
っ
て
き
て
い
た
だ

い
た
の
は
ほ
ん
の
一
部
と
い
う

こ
と
で
す
。
す
ば
ら
し
い
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
、
驚
き
ま
し
た
。

た
み

『
北
の
も
ず
』
を
初
め
て
パ

ソ
コ
ン
で
見
ま
し
た
。
い
つ
も
、

紙
面
に
案
内
が
出
て
い
る
の
で

す
が
、
ト
ラ
イ
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
退
職
以
来
パ
ソ
コ
ン

と
向
き
合
う
時
間
が
激
減
。
で

も
、
頭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
思

い
開
い
て
み
ま
し
た
。

い
つ

も
の
白
黒

の
紙
面
と

違
い
カ
ラ
ー

な
の
で
、

写
真
も
と

て
も
き
れ
い
で
、
紙
で
読
ん

で
い
た
こ
と
が
よ
り
鮮
明
に
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
人

の
表
情
も
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
情
報
は
、
一
つ
ひ

と
つ
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い

て
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
な
北
支

部
に
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

ま
た
、
「
わ
た
し
の
作
品
コ
ー

ナ
ー
」
は
、
紙
で
見
る
よ
り
作

品
の
質
感
や
立
体
感
が
よ
く
わ

か
り
ま
す
。
紙
面
で
想
像
し
て
、

パ
ソ
コ
ン
画
面
で
見
る
と
い
う

の
も
、
楽
し
い
見
方
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
、

携
帯
の
画
面
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
。

石
井
尚
子

若
い
頃
か
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

３
，
４
年
前
ま
で
ず
っ
と
熱

中
し
て
い
ま
し
た
。
母
が
器

用
で
、
編
み
物
や
縫
い
物
が

と
て
も
上
手
だ
っ
た
の
で
、

親
と
違
う
こ
と
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
出
会
い
、

キ
ル
ト
に
魅
せ
ら
れ
て
、
い

ろ
ん
な
作
品
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。

海
外
（
ア
メ
リ
カ

な
ど
）
に
も
出
品
し
、
本
に

も
載
り
ま
し
た
。
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
が
一
番
好
き
で
す
。

入
山
眞
佐
子

北のもず 第59号 2021年4月16日 2

３
月
12
日
、
堺
社

保
協
は
、
北
区
と
懇

談
を
し
ま
し
た
。
各

団
体
か
ら
、
国
保
問

題
、
障

害
者
福

祉
、
生

活
保
護
、

健
康
診
断
等
、
要
望
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
は
、
北
区
の

特
養
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
待

機
者
数
を
質
問
し
ま
し
た
が
、

後
刻
の
返
答
と
な
り
ま
し
た
。

北
区
に
は
、
特
養
ホ
ー
ム

入
所
対
象
者
（
要
介
護
３
～

５
）
２
７
０
０
人
い
る
の
に
、

入
所
（
４
カ
所
）
定
数
は
、

合
わ
せ
て
３
２
６
人
分
し
か

な
く
、
入
所
で
き
な
い
人
が

多
数
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
北
区
に
特
養
ホ
ー

ム
の
新
設
を
要
望
し
ま
し
た
。

原
圭
治

営利を目的とせず、組合員の助け合いで「安い掛金で大

きな保障」を実現している全労連の交通災害共済・火災共

済の、継続・新規申し込みが始まります。締め切りは、

５月28日（金）です。くわしくは、『北のもず４月号』に

折り込んでいますのでご覧ください。不明な点があれば、

共済担当の岡井までお電話ください。

℡・Ｆax 072-253-9079 携帯 090-9710-9079

年
金
者
組
合
・
堺
北
支
部

第
６
回
総
会

６
月
18
日

午
後
１
～
３
時

＠
南
花
田
町
会
館

◎
ぜ
ひ
総
会
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
欠
席
さ
れ
る
場
合
は
委

任
状
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

堺
北
支
部
の
役
員
選
挙
告
示

２
０
２
１
年
度
の
役
員
選
挙

に
つ
い
て
告
示
し
ま
す
。

一
、
役
員
の
役
職
と
定
数

支
部
長

１
名

副
支
部
長

若
干
名

書
記
長

１
名

書
記
次
長

若
干
名

支
部
委
員

10
数
、

会
計
監
査

２
名

二
、
立
候
補
は
大
会
前
日
迄
に

立
候
補
届
を
支
部
長
に
提
出

す
る

三
、
開
票
立
会
人
２
名
を
大
会

参
加
者
か
ら
選
出
す
る

２
０
２
1
年
４
月
16
日
（
金
）

選
挙
管
理
委
員
長

門
前
俊
雄

６
ペ
ー
ジ
の
作
品
コ
ー
ナ
ー

の
、
入
山
さ
ん
の
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
バ
ッ
グ
の
写
真
を
ご
覧

下
さ
い
。
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新年度が始まる4月ですが、何となく気持ちが浮

かない昨今。何故か？ コロナの収束とその先の生

活展望ができないから？

メディアでは、英型かブラジル型か、はては国内

の変異体か、そして次は、「まん防」対象と。簡単

に振り回されないようにしましょう。

人類は、過去・現在だけでなく、未来においても

ウィルスとの闘いが続くと言われています。コロナ

ウィルスもまた、インフルエンザウィルスと同様、

人と共存できるようになってようやく、ウィルス禍

から抜け出せることになるのではないでしょうか。

これまで人間は、自然に対してあまりにも横暴で

した。コロナウィルスは私たちに、身体の「恒常性

を保つメカニズムを大切に」と改めて気付かせた、

とも言えます。体力と免疫力を充分に身に付けて行

く事で、細菌やウィルスその他の病因から身体を守

り、健康を維持していきましょう。

免疫のおもな仕組みは、

①口腔粘膜や鼻粘膜は、唾液・鼻汁で外からの敵を

防ぐ「粘膜免疫」。

②体に侵入したウイルスや細菌に対して働く第２段

階の「全身免疫」。ここではまず、「自然免疫」

が病原体を捕えて排除するよう働きます。

③それに続くのが「獲得免疫」。細胞同士が伝達し

あい、病原体を攻撃します。

この「免疫力」は、日常の生活習慣でアップ可能

であることは、これまでにも何度も書きました。自

信と展望が持てるようになります。

２０２１年

４・５月

日程表

日 行 事 場 所 時 間

４/３０（金） ｢北のもず」原稿締切

５/１（土） 堺メーデー 大仙公園 ９：３０

３（月） 大阪総がかり集会 扇町公園 １３：３０

１２（水） おしゃべりカフェ 市民センター １０：００

１２（水） ｢北のもず」校正会議 １８：３０

１４（金） 三役会議 市民センター ９：３０

２１（金） 支部委員会 市民センター １３：００

山本 美登利

３月４日、近所の人たち４人でひなまつりをした。

瓢箪雛を作り始めて約１か月…。

完成して喜ぶ私を見て、夫が「近所の人とひなま

つりをしたら…」と言ってくれたので実現した。

しゃべり続けて、２時間の予定が倍に。

人とのつながりの大切さを実感できた１日となった。

次は「七夕」をめざそうかな。

西野 朝愛（八下北校区）

社交ダンスが好きで、住吉の体育館に３年

前まで通っていました。

今は卓球三昧です。上達しませんが、楽し

んでいます。

パッチワークをしたいなとも思っています。

屋良 洋子（東三国ヶ丘校区）

瓢箪雛は６ページの「私の作品」に掲載しています（編集部より）

QRコードで「北のもず」がご覧いただけます。

アドレス kitanomozu.main.jp からも

アクセスできます。カラーできれいですよ！



北堺パソコンの会 原則、第1・第2木曜

５月６日（木）・１３日（木）

１０時～１５時 （午前：講座）（午後：相談会）

会場：サンスクエア堺 会費：１回ごとに５００円

定員：３０名 ※初参加の方、事前に連絡をください。

連絡先：竹本 ２５３-５１３３

カラオケサークル ※毎月第３水曜

５月１９日（水） 午後２時～５時

会場：歌芳（かほ） 北区百舌鳥赤畑町５丁386-3

ＪＲ百舌鳥駅より徒歩１０分。

梅北より５分。判らない場合は連絡を

連絡先：飛谷 ０９０-４４９６-７３５３

おきがる料理の会 ※毎月第3月曜

５月１７日（月） ９時～１２時

会場：サンスクエア堺 会費：５００円 ※会員で欠席の

時は必ず連絡ください。（材料購入の為）

※新会員の参加をお待ちしています。

連絡先：竹本 ２５３-５１３３

ヘルシークッキングの会

５月１８日（火） ９時～１２時 会費：５００円

会場：サンスクエア堺 エプロンと頭巾持参

※初参加ご希望の方と、会員で欠席の方はご連絡下さい。

連絡先：速水 ２５３-６６６２ ０９０-９１６６-９９４４

絵手紙の会 原則、第２水曜

５月１２日（水） １０時～１２時 会費：２００円

場所：サンスクエア堺。 連絡先：寺崎 ２８７-２４７３

うたごえサークル 原則、第３土曜日

５月１５日（土） 午後２時〜４時 参加費：３００円

会場：サンスクエア堺 Ｂ棟地下

お茶、コーヒー用意しています。

連絡先：飛谷 ０９０-４４９６-７３５３

囲碁サークル

５月１８日（火）・２５日（火） 午後１時

～４時

会場：新金岡市民センター 会費：１００円

連絡先：小林 ２２７-７０３６

折り紙の会 ※原則、第４水曜

５月２６日（水） 午後１時３０分～ 参加費：２００円

会場：サンスクエア堺

※用具と折り紙など、すべて用意しています。

連絡先：森 ２３７-９４５６

お菓子をつくる会

５月はお休みです。 連絡先：吉田 ０９０-８２１３-８２１６

そてつ読書会 ※原則、第４水曜

５月２６日（水） 午前１０時～１２時

課題書：「月の満ち欠け」 佐藤正午著

会場：サンスクエア堺 会費：無料

※本は会で用意します。 連絡先：

尾田 ２５５-１６７２

ハイキング 月会費：２００円

例 会 ５月９日 （日） 大和葛城山

集 合： 近鉄河内松原駅 改札口 ９時

コース： 富田林駅下車、タクシーで葛城登山口へ

帰りは、水越峠 １４：５５発 又は １６：２５発のバス。

例会外 ５月２３日（日） 高取城址

集 合： 近鉄河内松原駅 改札口 ９時

コース： 壺阪山下車→高取城址

※当日朝６時現在の天気予報で、降水確率50％以上の

時は中止します。 連絡先：坂本 ０９０-２７０２-６３３６

歴史散歩 三宝の田守・月洲神社

５月７日（金） 歩行約3.5Km 雨天中止

集合：南海高野線 堺東駅前 ⑥バス停 １０時３０分

１０：４０発住之江公園駅（６１）行きに乗車

参加費：１００円 持ち物：お出かけ応援カード

昼食：南海本線 堺駅周辺で摂る予定

※コロナの状況により中止の可能性あり

連絡先：岡井 ２５３-９０７９ ０９０-９７１０-９０７９

北堺卓球クラブ 金岡体育館 （大体育室）

５月６日（木）・５月２４日（月） いずれも午後３時～５時

※10分前迄に来て、各自、準備運動やストレッチなどで

体をほぐしてください。

遅刻、欠席は１０分前迄に必ず連絡を！

連絡先：速水 ２５３-６６６２ ０９０-９１６６-９９４４

消しゴム版画を楽しむ会

５月２３日（日） 午後１時３０分～３時３０分

場所：「やすらぎ荘」です。 ※参加は確認を！

※材料等は用意します。彫刻刀などあればご持参を。

連絡先：小林 ０９０-５６５９-４１３５

川柳の会 原則、第２土曜

５月８日（土） 午前１０時～１２時 会費：２００円

場所：なごみ 連絡先：堀西 ０９０-２１１１-９７９４

年金麻雀の会 ※原則、第２木曜・第4水曜

５月１３日（木）・５月２６日（水） いすれも午後１時～５時

会場 ：新金岡市民センター

※初参加の方は事前に連絡ください。

連絡先：吉岡 ０９０-３７２４-２９７４
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参加者は念のため各サークルへご確認を

必ずマスクを着用して、ご参加ください



２
０
２
１
年
２
月
14
日
、
雪

の
金
剛
山
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
が
、
雪
は
み
じ
ん
も
残
っ
て

い
な
か
っ
た
。
天
気
が
良
す
ぎ

て
、
暑
い
く
ら
い
。
澄
み
切
っ

た
青
空
。
あ
た
た
か
く
て
、
さ

わ
や
か
な
春
の
金
剛
登
山
と
な
っ

た
。
参
加
者
は
13
名
。
河
内
長

野
駅
か
ら
バ
ス
で
登
山
口
へ
。

長
い
階
段
を
登
っ
て
、
よ
う
や

く
頂
上
に
着
い
た
。
頂
上
か
ら

し
ば
ら
く
歩
い
て
、
千

早
園
地
で
、
昼
食
。
手

作
り
の
弁
当
が
お
い
し

か
っ
た
。
下
り
は
、
伏

見
峠
か
ら
久
留
野
峠
へ

ぬ
け
る
コ
ー
ス
（
ダ
イ

ト
レ
）
を
と
っ
て
下
山

し
た
。

仲
間
と
登
る
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、

い
い
で
す
よ
。

芳
村
友
之

３
月
15
日
（
月
）
第
３
月
曜

日
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
さ
ん
１

名
を
迎
え
、
13
名
（
う
ち
男
性

2
名
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

桃
の
節
句
は
過
ぎ
た
ね
～
と

言
い
な
が
ら
、
や
は
り

寿
司
と
い
う
事
で
、
メ

ニ
ュ
ー
は
「
い
な
り
寿

司
」
「
茶
碗
蒸
し
」

「
春
キ
ャ
ベ
ツ
と
大
豆

の
ご
ま
和
え
」
で
し
た
。

手
際
よ
く
ア
ッ
と
い
う

間
に
出
来
上
が
り
！

「
少
し
味
薄
い
ね
？

こ
う
や
っ

た
方
が
…
」
と
言
い
な
が
ら
、

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

料
理
は
一
人
で
す
る
よ
り
、
皆

で
ワ
イ
ワ
イ
し
た
方
が
絶
対
楽

し
い
よ
。

安
田
由
紀
子

３
年
程
前
、
友
人
に
誘
わ
れ

参
加
し
た
。
今
ま
で
に
体
験
し

た
こ
と
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
。
ラ

ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
か
ら
、
相
手

に
届
く
サ
ー
ブ
の
仕
方
な
ど
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
ピ
ン

ポ
ン
で
し
た
。
で
も
、
そ
れ
が

と
て
も
お
も
し
ろ
く
な

り
、
は
ま
っ
て
し
ま
っ

た
。縁

あ
っ
て
年
金
者
組

合
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
元
気
な
年
配
の

方
が
多
い
の
に
驚
き
で
す
。

こ
れ
は
、
歳
を
重
ね
て
も
出

来
る
ス
ポ
ー
ツ
。
男
女
関
係
な

く
楽
し
め
る
し
、
休
憩
時
間
の

楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
、
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
。
体
が
動
け
る
か
ぎ
り

参
加
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

田
中
久
美
子

つ
づ
み

ぐ
さ

坂
本
多
美
子

大
泉
緑
地
で
も
、
タ
ン
ポ
ポ

の
黄
色
い
花
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

タ
ン
ポ
ポ
は
、
鼓
草
と
も
田

菜
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

タ
ン
ポ
ポ
と
い
う
名

も
、
鼓
の
音
か
ら
の

連
想
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
い
は
、
つ
ぼ
み

の
形
が
鼓
に
似
て
い

る
か
ら
と
も
、
茎
を
切
っ

て
そ
の
両
端
に
切
れ
込

み
を
入
れ
て
水
に
つ
け

る
と
鼓
の
よ
う
な
形
に

な
る
か
ら
と
も
。

綿
毛
を
吹
い
て
、
ひ

と
吹
き
で
な
く
な
れ
ば

恋
が
実
る
と
い
う
花
占

い
も
あ
り
ま
す
。

ス
ミ
レ
の
花
も
見
つ
け
ま
し

た
。
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
ス

ミ
レ
は
、
も
っ
と
も
愛
さ
れ
る

花
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。

歌
や

物
語
に
し
ば
し
ば
登
場
し
ま
す
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
『
親
指
姫
』

で
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
小

さ
な
姫
は
青
い
ス
ミ
レ
の
花
び

ら
を
敷
い
た
ク
ル
ミ
の
か
ら
に

寝
か
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に
は
、

野
生
の
野
菫
が
多
い
で
す
ね
。

山
路
来
て

何
や
ら
ゆ
か
し

す
み
れ
草

松
尾
芭
蕉
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大
西
孝
子

声
に
出
し
掛
け
声
か
け
て
立
ち
上
が
る

仕
草
ほ
ろ
苦
し
わ
れ
の
早
春

玄
関
に
五
月
人
形
飾
れ
ど
も

除
菌
ス
プ
レ
ー
主
座
を
占
め
居
る

金
森

薫

鮊
子
や
旬
を
釘
煮
に
お
裾
分
け

い
か
な
ご

汚
染
水
貯
め
た
修
二
会
や
お
水
取
り

南

正
夫
坊

マ
イ
蔵
金
何
度
も
使
え
る
我
が
宝

う
ど
ん
屋
の
釜
に
似
て
い
る
菅
政
権

古
賀
光
政

成
長
を
世
界
が
認
め
る
な
お
み
さ
ん

独
り
身
が
今
は
気
楽
な
コ
ロ
ナ
慣
れ

短
歌

俳
句

川
柳

春を思わせる千早園地にて…

いなり寿司で春らしく…

球を打つ手に力をこめて
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石
井
遊
佳『

百
年
泥
』

著
者
は
63
年
大
阪
枚
方
市

に
生
ま
れ
東
大
大
学
院
で
哲

学
と
仏
教
を
学
ぶ
。
本
作
品

で
新
潮
新
人
賞
と
芥
川
賞
を

受
賞
し
、
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
す

る
。
小
説
の
語

り
手
は
、
多
重

債
務
を
抱
え
た

中
年
女
性
で
あ

る
。
前
年
別
れ

た
元
夫
の
紹
介

で
５
０
０
万
人
の
大
都
市
チ
ェ

ン
ナ
イ
の
最
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業

内
で
日
本
語
初
級
講
師
と
し

て
働
き
だ
し
て
３
ヶ
月
余
に

な
る
。

本
格
的
な
雨
期
が
始
ま
り
、

ア
ダ
イ
ヤ
ー
ル
川
の
堤
防
を

決
壊
さ
せ
た
。
百
年
に
一
度

の
「
百
年
泥
」
。
大
洪
水
を

見
物
に
近
所
の
人
々
が
集
ま
っ

て
来
る
。
広
い
ド
ブ
川
の
底

の
底
で
攪
拌
さ
れ
た
ヘ
ド
ロ

の
山
の
中
か
ら
強
烈
な
匂
い

が
発
し
て
い
る
黒
い
か
た
ま

り
。
見
る
と
５
歳
位
の
子
ど

も
が
泥
の
中
か
ら
引
っ
張
り

出
さ
れ
た
と
こ
ろ
。
私
は
過

去
と
現
実
の
間
で
幻
想
に
捕

ら
わ
れ
る
。
子
ど
も
の
頃
買
っ

て
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
靴
を

隠
さ
れ
失
っ
た
事
。
緘
黙
症

の
生
母
の
死
。
義
父
と
義
母

の
小
さ
な
諍
い
。
思
い
浮
か

ぶ
過
去
は
イ
ン
ド
と
い
う
風

土
に
混
ざ
り
合
う
。

尾
田

和
子

第２９５回

参加者６人

今回は、北長尾町1丁にあ

るお地蔵様の話です。ＪＲ阪和線

をまたぐ大和高田線（昭和40年開

通）の高架補修工事のために、覆

いをかけられていたのがこのたび、

２年越しではずされました。ここ

の地蔵盆祭り、平成21年の時点で、

子どもは12名ぐらいでしたが、町

会と老人会が一緒になって、ヨーヨー釣りや輪投げなどし

て遊んだそうです。その後、地域の高齢化が進むなか、そ

れでも、地蔵盆祭りは工事が始まるまで毎年行われていま

した。工事が終了して訪れてみると、高架下なので雨降り

でも、日差しがきつい時でも、子どもたちや親子づれが来

て、お地蔵様の前の遊具で遊んでいました。お地蔵様のお

顔の可愛いこと、お堂が真っ赤に塗られているのも珍しい。

（平成26年校区まちづくり協議会の冊子参照）

また今回は、南長尾町のお地蔵様も訪ねて歩きました。

先月も書きましたが、この地域は長尾街道と竹内街道に挟

まれ、南北にＪＲ阪和線が走っています。旧日本陸軍が眞

田山から移転してきて、陸軍病院が設置されていたところ

でもあります。戦争が激化した時期には、病院には3000人

以上が入院していたそう

です。もともと、田んぼ

と池それに沼地の広大な土地だった

ので、旧陸軍の輜重隊や陸軍病院が

作られたそうです。敗戦後はアメリ

カ進駐軍基地となっていました。

地元に戻されてから、池を埋め立て、昭和29年には現在

の南長尾町に大阪府営住宅が、そして31年には現・東三国ヶ

丘町に、日本で最初の公団住宅「金岡団地」４階建てが造

成されました。１フロアに３戸で建物の中央に三角形の階

段室。この形状は、各戸のの独立性にすぐれ、採光、通気

もよく、上から見るとＹ字型。さらにそれを星に見立てて

「スターハウス」と呼ばれていました。この様子は公園と

して残されています。当時の若いサラリーマン夫婦の憧れ

の住居になりました。

府営住宅には約600戸の所帯が入居しているのに、お地蔵

様はなく、公団住宅５棟東側、集会所前にお地蔵様の祠を

見つけました。きれいなお花も飾られていました。府営住

宅も公団住宅も新しく建て替えられましたが、家賃の高い

公団住宅の方が設備も周りの環境も住む人にやさしく感じ

られるのは、気のせいでしょうか？

西野 朝愛

瓢箪で作ったお雛様
パッチワークのバッグです

入山 眞佐子

河内 都 花のくすだま
坂井 洋子
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